
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
は

「
事
業
に
役
立
つ
知
見

を
把
握
す
る
た
め
の
デ
ー

タ
」
の
こ
と
で
、
そ
の

特
徴
と
し
て
は
「
多
量

性
・
多
種
性
・
リ
ア
ル

タ
イ
ム
性
」
等
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
進
展

す
る
な
か
、
変
化
の
察

知
や
近
未
来
の
予
測
を

通
じ
て
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
業
務
運
営

の
効
率
化
や
新
産
業
の

創
出
が
可
能
に
な
る
点

に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活

用
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
は
、
公

共
交
通
の
利
用
実
態
や

潜
在
的
な
移
動
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
分
析
結
果

を
施
策
立
案
に
応
用
す

る
た
め
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活

用
し
た
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

事
例
１
は
、
国
土
交

通
省
が
注
目
し
て
い
る

２
０
１
５
年
の
つ
く
ば

市
（
茎
崎
地
区
）
の
取

り
組
み
で
す
。

ま
ず
、
茎
崎
地
区
人

口
の
時
間
変
動
デ
ー
タ

を
基
に
、
実
移
動
人
口

を
算
定
し
ま
す
。

そ
の
後
、
下
図
の
よ

う
に
、
地
図
上
に
町
丁

単
位
別
実
移
動
人
口
・

公
共
交
通
カ
バ
ー
エ
リ

ア
実
移
動
人
口
・
バ
ス

利
用
者
数
を
色
分
け
し
、

状
況
を
可
視
化
し
ま
す
。

な
お
公
共
交
通
カ
バ
ー

エ
リ
ア
と
は
、
「
鉄
道

駅
お
よ
び
バ
ス
停
か
ら

半
径
３
０
０
ｍ
の
円
状

範
囲
」
を
意
味
し
ま
す
。

図
中
の
①
・
②
の
よ

う
に
、
特
徴
が
浮
か
び

上
が
っ
た
区
域
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
数
を
も

と
に
、
バ
ス
停
の
位
置
・

運
行
ダ
イ
ヤ
・
駅
や
施

設
と
の
ア
ク
セ
ス
等
の

改
善
に
向
け
た
検
討
に

つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
住
民
の
公
共
交

通
に
対
す
る
潜
在
的
ニ
ー

ズ
を
調
査
す
る
た
め
に
、

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
住
民
等

の
潜
在
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
簡
易
な
方
法
と
し

て
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
の
課
題
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
公
共

交
通
の
改
善
に
役
立
て

る
よ
う
、
地
域
の
特
性

を
踏
ま
え
た
分
析
手
法

に
応
用
し
て
い
く
こ
と

で
す
。

（
草
野
稀
仁
）
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～
公
共
交
通
で
買
物
に
行
こ
う
～

Ｋ

Ｋ
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多
く
の
自
治
体
が
、
利
用
者
の
減
少
な
ど
が
原
因
で

公
共
交
通
の
運
営
維
持
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
（
情
報
通
信
技
術
）

の
利
活
用
に
よ
っ
て
、
公
共
交
通
の
効
率
的
な
運
営
シ

ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
す
地
方
都
市
（
つ
く
ば
市
・
函

館
市
・
金
沢
市
）
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

②
カ
バ
ー
エ
リ
ア

人
口
は
多
い
が
、

通
勤
・
通
学
時
間

帯
の
実
移
動
人
口

が
少
な
い
。

①
カ
バ
ー
エ
リ

ア
実
移
動
人
口

は
多
い
が
、
バ

ス
の
利
用
者
が

少
な
い
。

人
口
約
27
万
人
の
函
館
市
は
、
マ
イ
カ
ー
依
存
度
の

上
昇
が
渋
滞
を
加
速
さ
せ
た
た
め
、
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
、
利
用
者
離
れ
が
さ
ら
に
進
む
と
い
う
悪
循
環

に
陥
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
市
営
バ
ス
は
２
０
０
３
年

廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
後
継
し
た
民
間
バ
ス
会

社
も
公
的
資
金
を
受
け
て
運
行
し
て
い
る
状
態
で
す
。

そ
こ
で
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
は
、
路
線
バ
ス
よ

り
も
早
く
、
タ
ク
シ
ー
よ
り
も
安
い
値
段
で
利
用
で
き

る
新
し
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
ス
マ
ー
ト
ア

ク
セ
ス
ビ
ー
ク
ル
（
Ｓ
Ａ
Ｖ
）
」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｖ
は
、
全
車
両
の
運
行
状
況
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
制
御

し
、
利
用
者
が
ス
マ
ホ
に
乗
降
地
点
を
入
力
す
る
と
最

適
な
配
車
方
法
・
移
動
手
段
が
決
定
さ
れ
、
各
車
両
の

端
末
に
伝
わ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
利
用
者
は
乗
り
た
い

場
所
か
ら
降
り
た
い
場
所
へ
自
由
に
移
動
で
き
ま
す
。

↑ＳＡＶとして利用されるタクシー

車両。（参照：スマートシティは

こだてプロジェクトＨＰ）

↑つくば市によるアンケート

調査（参照：国土交通省HP）

↑利用者は乗り降りの地点を自由

に指定。デマンドを送信すれば、

車両番号や待ち時間、走行状況の

確認も可能。

参照：公立はこだて未来大学ＨＰ

も
し
公
共
交
通
を
統
合
的
に
運
用
す
る
Ｓ
Ａ
Ｖ
が
実
現
す
れ
ば
、
採
算
ベ
ー
ス
で

利
用
者
が
期
待
で
き
る
地
域
で
は
従
来
の
バ
ス
を
運
行
し
、
過
疎
地
域
や
公
共
交
通

空
白
地
域
、
そ
し
て
赤
字
路
線
は
Ｓ
Ａ
Ｖ
を
活
用
す
る
と
い
う
棲
み
分
け
が
で
き
ま

す
。
こ
う
す
れ
ば
バ
ス
会
社
の
経
営
改
善
、
公
費
負
担
の
削
減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｖ
の
最
終
的
な
目
的
は
、
バ
ス
・
Ｓ
Ａ
Ｖ
・
タ
ク
シ
ー
が
連
携
し
た
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
市
民
・
高
齢
者
・
観
光
客
に
と
っ
て
魅
力
的
な
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
、
利
用
者
の
増
加
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
で
す
。

今
後
は
Ｓ
Ａ
Ｖ
の
有
用
性
を
示
す
た
め
に
、
段
階
的
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
実

証
実
験
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
予
定
だ
そ
う
で
す
。
（
寺
本
孝
）

参照：国土交通省 総合政策局HP

町丁単位別実移動人口（人）

1-50 51-100

101－200 201－400

401‐

カバーエリア実移動人口(人)

10 100

バス利用者数（人） 2 5 50

＊ピンク色は、カバーエリアを示す。



近
年
、
電
子
マ
ネ
ー
・

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に

よ
っ
て
、
人
々
の
移
動

が
よ
り
手
軽
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

使
い
捨
て
の
バ
ス
カ
ー

ド
と
異
な
り
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
は
繰
り
返
し
使
え
、

乗
り
降
り
の
際
、
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
に
タ
ッ
チ

す
る
だ
け
で
支
払
い
が

済
む
の
で
、
料
金
の
心

配
や
小
銭
の
煩
わ
し
さ

が
解
消
さ
れ
ま
す
。
特

に
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

荷
物
の
多
い
と
き
な
ど

に
は
便
利
で
す
。

ま
た
利
用
者
の
乗
り

降
り
が
効
率
化
さ
れ
、

バ
ス
ダ
イ
ヤ
の
遅
延
も

改
善
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
地
方
事
業

者
の
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
は
現
在
、
相
互
利
用

不
可
の
場
合
が
多
い
の

で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
系
列
の

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
は
、
全

国
相
互
利
用
サ
ー
ビ
ス

に
よ
っ
て
、
カ
ー
ド
一

枚
で
全
国
様
々
な
鉄
道
・

バ
ス
・
お
店
で
利
用
で

き
、
と
て
も
便
利
で
す
。

石
川
県
金
沢
市
は
、

交
通
渋
滞
や
大
気
汚
染

等
の
都
市
問
題
を
解
消

さ
せ
よ
う
と
す
る
オ
ム

ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
整
備
総

合
対
策
事
業
（
１
９
９

８
年
度
～
２
０
１
２
年

度
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

北
陸
鉄
道
は
こ
の
事

業
と
の
関
連
で
金
沢
市

と
連
携
し
て
２
０
０
４

年
、
日
本
海
側
で
は
初

の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｉ
Ｃ

ａ
」
の
導
入
を
始
め
ま

し
た
。

Ｉ
Ｃ
ａ
に
は
２
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
り
、
一
つ

は
プ
リ
ペ
イ
ド
乗
車
券

と
し
て
の
タ
イ
プ
、
も

う
一
つ
は
そ
こ
に
定
期

券
の
機
能
を
統
合
し
た

タ
イ
プ
で
す
。

統
合
タ
イ
プ
は
、
定

期
券
区
間
を
乗
り
越
し

て
も
、
そ
の
追
加
分
だ

け
で
済
む
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

積
み
増
し
を
す
る
と
10

％
の
プ
レ
ミ
ア
が
付
き

ま
す
。

さ
ら
に
一
部
区
間
を

除
い
て
30
分
以
内
の
乗

り
継
ぎ
に
30
円
の
割
引

が
な
さ
れ
る
な
ど
、
積

極
的
に
バ
ス
を
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
水
島
舞
美
）
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今
回
紹
介
す
る
本
は

『
定
刻
発
車
ー
日
本
の
鉄

道
は
な
ぜ
世
界
で
最
も
正

確
な
の
か
？
』(

２
０
０
５

年
三
戸
祐
子
著
、
新
潮
文

庫
出
版)

で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
道
は

数
時
間
の
遅
れ
が
当
た
り

前
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
本
の
鉄
道
は
毎
日
ほ
ぼ

定
刻
通
り
に
発
車
し
ま
す
。

本
書
で
は
、
そ
の
定
刻

運
転
を
支
え
る
日
本
の
鉄

道
界
の
歴
史
や
舞
台
裏
が

わ
か
り
や
す
く
ル
ポ
形
式

で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

鉄
道
は
機
械
と
鉄
道
マ

ン
が
連
携
し
た
巨
大
な
シ

ス
テ
ム
で
す
。

そ
の
中
に
は
日
本
人
が

昔
か
ら
生
活
の
中
で
取
得

し
た
こ
と
や
、
寸
秒
違
わ

ず
運
転
す
る
運
転
手
の
驚

異
的
な
技
術
が
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
作
は
、
フ
ジ
タ
未
来

経
営
賞
・
交
通
図
書
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

是
非
手
に
取
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
鉄
道
に
興
味

が
あ
る
方
も
そ
う
で
な
い

方
も
鉄
道
に
対
す
る
見
方

が
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

（
橋
本
守
人
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し

た
公
共
交
通
の
運
営
効
率

化
の
取
り
組
み
が
、
全
国

で
進
ん
で
い
ま
す
。

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を

抜
本
的
に
改
革
す
る
た
め

に
は
、
官
民
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
み
、
大

き
な
利
用
者
増
が
見
込
め

な
い
な
か
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導
入
は
有
力
な
選
択
肢
と

な
る
は
ず
で
す
。

ま
た
行
政
や
事
業
者
が

蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
有
効

活
用
す
る
必
要
も
あ
り
そ

う
で
す
。
（
山
本
晃
大
）

貯まったポイントはバ

ス運賃として利用可能。

Ｑ
平
日
に
Ｊ
Ｒ
松
江
駅

か
ら
発
車
す
る
一
畑
バ
ス
、

松
江
市
営
バ
ス
の
数
は
？

①
約
３
０
０

②
約
５
０
０

③
約
７
０
０

④
約
９
０
０

＊
レ
イ
ク
ラ
イ
ン
、
高

速
バ
ス
、
空
港
連
絡
バ
ス
、

回
送
は
除
く
。

正
解
は
次
号
で
！

前
回
の
答
え

①
よ
こ
ば
ま

ち
ょ
う
②
た
て
ま
ち
③
え
と
も

れ
ん
ら
く
し
ょ
④
た
け
だ
い

こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｃ
ａ
は
、
２

０
０
６
年
に
発
売
枚
数
10
万

枚
、
５
年
後
に
20
万
枚
を
達

成
し
、
「
地
域
住
民
な
ら
皆
持
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ

る
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。
し
か
し
バ
ス
利
用
者
数
の
顕

著
な
増
加
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
Ｉ
Ｃ
ａ
導
入
の
成
果
が
、
こ
れ
ま
で
公
共

交
通
を
利
用
し
て
い
た
方
々
の
乗
降
手
段
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
た
点
に
留
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

た
し
か
に
Ｉ
Ｃ
ａ
導
入
時
は
、
カ
ー
シ
ェ
ア
ポ
イ
ン

ト
・
買
い
物
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
、
活
用
の
広
が

り
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
い
ず
れ
の
制
度
も
２
０
１
３
年
に
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
更
新
の
際
、
新
し
い
機
械
の
導
入
を
加

盟
店
側
が
断
り
、
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
、

ポ
イ
ン
ト
制
度
を
維
持
す
る
コ
ス
ト
が
加
盟
店
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
今
後
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、
Ｓ
Ｕ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
よ
う
に
相
互
利
用
の
拡
大
、
包
括
的
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
そ
し
て
加
盟
店
が
無
理
な
く
協
力
で
き
る

制
度
を
つ
く
る
な
ど
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
に
は
利
用
者
と
事
業
者
双

方
が
利
益
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

（
取
材
協
力
：
北
陸
鉄
道
自
動
車
部
）

平
成
25
年
９
月
20
日

（
バ
ス
の
日
）
に
、
北
陸

鉄
道
創
立
70
周
年
記
念
企

画
と
し
て
「
ア
イ
カ
ち
ゃ

ん
デ
ザ
イ
ン
Ｉ
Ｃ
ａ
」
が

７
０
０
０
枚
限
定
販
売
さ

れ
た
。
（
北
陸
鉄
道
Ｈ
Ｐ
）

バスに乗車するとICaに

バス利用金額100円につ

き１ポイントのエコポ

イントが貯まる。

貯まったポイントは、バ

ス車内や窓口で確認可能。


